
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巻頭言 

地域に根ざし競馬ファンに愛され続ける「さがけいば」 

を目指して 

池田宏昭（Ｓ５９卒・農学・熱作）…1 

同窓会情報 

農学部と同窓生との意見交換会   

江口順英（理事長）…３ 

農学部情報 

（１）学生への就職支援と R6 進路動向 

一色司郎教授…４ 

（２）研究室紹介 

～環境土壌科学分野（徳本研究室）…５ 

(3)インターンシップ体験記① 

加茂ひなの(生物科学コース３年)…６ 

（４）インターンシップ体験記② 

古川陽渡(食資源環境科学コース３年)…７ 

（５）学会受賞報告① 

古賀翔吾（鹿児島大連大農学研究科博士課程）…８ 

（６）学会受賞報告② 

當銘由薫(生物科学コース 線中学分野 修士２年）…８ 

 

 

 

 

 

ＯB・ＯＧメッセージ 

若手卒業生からのメッセージ  

森 光一朗（Ｒ6 卒 国際・地域マネジメントコース）…９ 

会員の広場 

(１)今年も開催☆同窓会フェス!! 

松永章（編集長）…１０ 

(２)73Ａ農園同窓会・佐賀 

堀賢太（S52 卒 園芸・果樹）…１１ 

支部だより 

佐賀県庁支部総会 

岡和彦（H 元卒 農学・作物）…１２ 

佐賀県教職員支部総会 

松尾信寿（Ｓ63 卒 園芸・果樹）…１３ 

 

編集後記 

松永章（編集長）…１３ 

広告 

JA グループ佐賀 ……………………………………１４ 

株式会社森光商店……………………………………１５ 

一般社団法人プラントヘルスケア研究所 …………１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

佐賀県を定年退職した後、佐賀県競馬組合

に再就職して４年目になります。当組合は、

佐賀県鳥栖市にあります佐賀競馬場におい

て、土曜日と日曜日を中心に、年間１１５日

程度の日程で、佐賀競馬を主催している団体

です。佐賀競馬場の入場者数は、1 日平均で

２，７００人程度。佐賀競馬の売得金額（勝

馬投票券発売額から返還金を差し引いた額）

  地域に根ざし競馬ファンに愛され続ける 

            「さがけいば」を目指して 

佐賀県競馬組合 副管理者 池田宏昭  

（Ｓ５９卒・農学・熱作） 
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は、令和６年度実績で、約７８３億円、その

うちインターネットによる発売が９５．５％

を占めています。 

佐賀競馬は、かつて経営が大変厳しい時期

がありました。売得金額は、平成３年度をピ

ーク（約３６０億円）に、その後はバブル崩壊

により年々減少し、平成２３年度には約１０

３億円まで落ち込みました。その当時、地方

競馬が相次いで閉鎖に追い込まれています。そ

うした中で、佐賀競馬の関係者が身を削られ

る思いをしながら、経営の立て直しに必死に

取り組むとともに、勝馬投票券のインターネ

ットネット発売が出来るようになったこと

で、平成２４年度から増加に転じました。ま

た、最近では、ナイター競馬の実施や SNS 等

を活用した地道な広報展開などが功を奏し、

売得金額の増加傾向は続いています。 

 

さらに、令和６年１１月にダート競馬の祭

典である JBC を佐賀競馬場で初めて開催した

こともあり、令和６年度の売得金額は、前述

のとおり約７８３億円まで増加しました。こ

のように、佐賀競馬は、経営危機からの V 字

回復を遂げ、今や九州で唯一の地方競馬とし

て、県内外の多くのファンに親しまれていま

す。 

売上の一部は、当組合の構成団体である佐

賀県と鳥栖市に配分金として還元し、地方財

政の改善に、また、地方競馬の全国組織への

交付を通じて、畜産振興にも役立てられてい

ます。佐賀競馬場のきゅう舎内においては、競

走馬が７００頭余り飼養されており、相当量

の馬ふんが発生していますが、その半分以上

は焼却処分され、かなりのコストが掛かってい

ましたので、馬ふんの処理コストの低減と地

域農業への利用拡大を図るべく、令和６年度

に堆肥化施設を整備しました。その施設で生

産した馬ふん堆肥は、毎週木曜日の決められ

た時間に、近隣市町の登録農業者の方がトラ

ックで受け取りに来ていただく方法により、

無償で提供しています。また、特定の競馬開催

日には、来場されたお客様にも、数量限定

で、小袋入り堆肥の無償配布を始めることに

しています。 

 

今後とも将来にわたって、佐賀競馬が地域に

根ざし、全国の競馬ファンから愛されるよ

う、魅力あるレースの提供はもとより、来場

者向けイベントの実施やインターネット発売

利用者の利便性向上などに、引き続き工夫を

凝らしていこうと考えています。佐賀大学農学

部同窓会の一人でも多くの皆さまに、佐賀競

馬をお楽しみいただければ幸いです。 

 

 

 

  

ナイター競馬 

｢パッカル君｣と馬ふん堆肥の PR 
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佐賀大学農学部と農学部同窓会との意見交換会(懇談会)

 令和７年 12 月 16 日(火)に、学生会館内のかささぎホールで開催しました。 

大学からは、鈴木学部長他８名、農学部同窓会からは鐘ヶ江会長他８名が参加しました。 

同窓会から大学に提案した主な内容は次のとおりです。 

① 地域を担う人材確保のため、現場職員（県庁、県教育委員会、

JA 等）による講義やキャリアセミナーを開催していただきたい。 

② 県が推進する TSUNAGI プロジェクトとの連携を深め、共同

研究や学生参加型プロジェクト、地域実装型の教育プロジェクト

の拡充をお願いしたい。 

③ JA グループと連携した栽培技術試験・新技術評価などの共同

研究体制の強化をお願いしたい。 

④ 大学として「協同組合の研究」に取り組んでいただきたい。

西日本には本研究に取組む教員がいないので、佐賀大学に招聘い

ただきたい。 

⑤ 卒業生が卒業後も佐賀大学や農学部と繋がれるための機会が欲しい。そのための同門会の結成を

お願いしたい。（１年に１つでも出来れば有難い） 

 

大学側からは、前向きな意見が多く、①に対しては、1 年生必

修のアグリキャリアデザイン講座をすでに予定されていること、

３年生のセミナーでも講座に組み入れることは可能との報告があ

りました。また、③に対しても、県、JA、大学での情報交換会が

予定されており、現場での課題等の情報提供をいただきたいと要

望されました。②、④、⑤の要望に対しても、快く耳を傾けてい

ただきました。 

会の冒頭、鈴木学部長から農学部の情勢報告があり、来年４

月から地域の農水産業の課題にアプローチするプラットホームを

整備すること、全学部が所属する生物資源研究センターやコス

メティックサイエンス学環が新設されること、農学部の教員が

増員されること等の報告がありました。 

意見交換会後、懇談会へと移行し、ビールや「悠々知酔」を酌み交わしながら、大学院への合格率

（佐賀大学大学院は人気があり競争倍率が高い、定員の拡大が必要）や同窓会活動の内容、同窓会か

ら提案した上記の内容等について深くお話しすることができました。 

今後も大学との連携を取りながら、同窓会活動の幅を広げていければと思います。（江口理事長）

 

 

  

 

  

同窓会長挨拶 

鈴木学部長情勢報告 

大学・同窓会の発展を祈念して～ 

大学側 同窓会

鈴木学部長（作物生態生理学分野）鐘ヶ江会長（佐賀県農協連支部）

光武副学長（食糧安全学分野） 荒木副会長（教職員支部）

田中副学長（施設農業生態学分野）川路副会長（佐賀県庁支部）

辻田副学長（生化学分野） 福田副会長（佐賀大学）

他５名 他５名

【出席者】 
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昨年度から、農学部就職委員を務めております、生物

科学コースの一色です。令和７年度は、吉田先生との２

人体制で、農学部、農学研究科および先進健康科学研究

科（農学系）に所属する学生の就職支援を行っておりま

す。 

農学部学生は、キャリアセンターによる全学対象の就

職支援に加え、農学部後援会のご支援のもと、学部独自

の「農学部就職講座」も受講できるようになっていま

す。昨年度と同様、（株）リクルート、（株）マイナビ、

ジョブカフェ SAGA の３社様にご協力いただいていま

す。コロナ禍に見舞われた令和２年度からオンライン開

催となっていましたが、今年度はほとんどの講座を対面

で行っています。前期は主としてインターンシップ対

策、後期はエントリーシート（ES）・履歴書対策や面接

対策を行いました。後期に行われた内定者報告会では、

内定を獲得した学部学生と修士学生に登壇していただ

き、就職活動の実際について体験を語ってもらい、就職

活動を本格化させる後輩たちに良きアドバイスを送って

もらいました。 

最近の進路先の傾向につきましては、大学院進学およ

び公務員が増加していることが挙げられます（資料参

照、令和６年度の進路状況、大学院は農学研究科のみ）。

昨年度は 57 名が修士課程に進学しており、本学農学研究

科に加え、令和元年の改組で新設された先進健康科学研

究科にも進学しています。コロナ禍の頃から大学院の受

験生が顕著に増え始め、昨年度と今年度では、最終的に

院に入れなかった学生も多くいます。このように大学院

を志望する学生が多いことは、視点を変えると就職の良

さの裏返しのように思われます。また、リケジョを増や

そうという全学的取り組みの成果なのかわかりません

が、女子学生の比率の高まりも特筆すべき点です。現

在、農学部の執行部の方々が定員を増やす方向で動いて

くれているようです。 

農学部・大学院では現在、９割の学生が進路を確定し

ている状況になっています。しかし、ジョブカフェ

SAGA、リクルート、マイナビが中心となって、農学

部・大学院の OG、OB の報告会等を何度も開催してく

れているにもかかわらず、参加学生がほとんどいませ

ん。たぶん、今の学生はパソコンを使って個人的に企業

などにアプローチしているのだと思われます。本年分の

講演会等に関しては、その様子をビデオ撮影し、全学生

にメール配信しました。また、情報の伝達漏れがないよ

うに、本年より、就職関連情報を PDF 化し同様に配信し

ております。 

公務員についてですが、農学部の５人に１人が公務員

にとして採用されており、その傾向は変わりません。本

年も、佐賀、福岡、長崎、熊本の各県や農水省などから

求人があり、担当者が農学部に来て説明会を開催してく

ださいました。さすがに説明会には一定数の学生が常に

参加しており、根強い公務員人気がうかがえます。 

今現在、就職は売り手市場になっており、企業等を選

らなければ内定をもらえますが、知名度の高い大企業な

どは逆に厳しくなっています。今後、就職活動がどうい

う方向に進んで行くのか、見当がつきませんが、就職委

員をやってみて、現在の学生の立っている状況の一部が

見えたような気がしました。

農学部情報

学生への就職支援と令和 6年度進路動向 

（生物科学コース・蔬菜花卉園芸学分野） 

教授 一色 司郎 

資料：「佐賀大学大学院農学研究科概要 2024」 資料：「佐賀大学農学部概要 2024」 
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佐賀大学農学部同窓会の皆様には，日頃より多大

なるご支援を賜り，心より御礼申し上げます。  

私は，佐賀大学農学部生物生産学科（現在の生物

資源科学科・食資源環境科学コース）の出身です。

大学院修士課程の卒業後は，岩手大学大学院連合農

学研究科およびテキサス A&M 大学土壌作物科学科

博士課程において，土壌物理学・環境土壌学を中心

に研究を進め，博士（農学）ならびに Ph.D.（Soil 

Science）の学位を取得しました。その後，鳥取大

学乾燥地研究センター研究員などを経て，2014 年

より佐賀大学農学部に着任し，母校の教育・研究に

携わっております。  

環境土壌科学分野（徳本研究室）では，「農業

と環境を支える土壌研究」をキーワードに，土の中

で起こる水や肥料成分，塩分，二酸化炭素などの

“見えない動き”を明らかにし，その振る舞いを予

測・制御することを目指しています。特に，干拓地

などにおける干害・塩害リスクの評価と対策，農地

における水分・肥料成分の移動予測とモデル化，土

壌中ガスの挙動解明などに取り組んでいます。こう

した研究は，「安全で持続可能な食料生産」と「環

境保全型農業」の両立に直結するテーマであり，

「土壌の状態をリア両立に直結するテーマであり，

「土壌の状態をリアルタイムに“見える化”する」こ

とで，スマート農業やデータ駆動型農業への応用を

目指しています。目の前の田畑の土を理解すること

が，地球規模の物質循環や気候変動適応策につなが

る—そのような“ワクワクとドキドキ”を学生と共有

しながら，日々研究を進めています。 

近年の研究・教育の試みとして，学部 3 年生の頃

から，さまざまな学会や研究会で積極的に発表を行

ってもらっています。例えば，日本砂丘学会全国大

会において，学部 3 年生が「安価な遠隔観測システ

ム」を用いた干拓地での適用事例に関する研究によ

り優秀発表賞を受賞しています（写真 1）。さら

に，2024 年の土壌物理学会全国大会では，学部 4

年生と修士 2 年生が，「水田土壌の微生物活性と酸

化還元メカニズム」，「黒ボク土における溶質分散特

性の解明」に関する研究で優秀ポスター賞をダブル

受賞しました（写真 2）。 

土のカラム実験や圃場での物質移動と向き合い，

土にまみれながら議論を重ねる，徳本研究室の日常

の雰囲気を感じ取っていただければ幸いです。 

現在，徳本研究室には，学部生（６名）・大学院

生（博士課程 2 名）が所属し，それぞれが自分の

テーマを持って研究に取り組んでいます。小さな研

究室ではありますが，社会実装も念頭に置きなが

ら，佐賀の農業と環境に根ざした“現場発”の研究を

通じて，地域社会に貢献できる人材を育成していき

たいと考えております。 

最後になりましたが，同窓会の皆様には，今後

とも変わらぬご支援とご指導を賜りますようお願い

申し上げます。 

徳本研究室 Facebook: 

https://www.facebook.com/tokumoto.labo/

?locale=ja_JP

食資源環境科学コース環境土壌科学分野 

准教授 徳本家康 
研究室紹介 

写真 2  優秀ポスター賞 

写真 1  優秀発表賞 



 

 

 

 

 

 

 

               生物科学コース 3 年 加茂ひなの 

                      体験場所：佐賀県庁果樹試験場・上場営農センター 

 

私がこのインターンシップに参加した理由は、卒業後

佐賀県庁に就職したいと考えているため、技術系職員

の仕事がどのようなものか知り、将来のイメージを固めた

いと思ったからです。 

果樹試験場では 5日間のインターンシップに参加し

ました。シャインマスカットやみかんのサンプリングと品質・

肥大調査、ハダニの計測、クリーンベンチでの胴枯細菌

の培養操作などを行い、果樹試験場内の 4 つの研究

室を 5日間で回りました。 

 

上場営農センターではカンキツ栽培におけるスマート 

農業技術研修会に参加しました。ドローンでの農薬散  

布や、害獣駆除を実際に見ることができました。また電 

動牽引式ロボット台車など今まで目にしたことがないよう 

な効率的な農機具が多くあり、実際に体験することが 

出来ました。普段の大学の講義などでは、生産者の立 

場から農業について考えることがほとんどでしたが、今回 

農機具を開発されている方々のお話も聞いて、農業を 

手助けする農機具の開発にも興味が湧きました。 

 

今回のインターンシップでは、佐賀県庁での仕事内容を学

ぶとともに、スマート農業についても実際に触れて学ぶことが出

来ました。また今まで自分の将来像が不透明でしたが、インタ

ーンシップに参加したことで、大学での研究に熱心に取り組

み、それを生かせる場で働きたいと強く思いました。この経験を

忘れず、明確な目標を設定して将来に繋げていきたいです。 

 

 

果樹試験場の様子 

土壌掘削作業 

ロボット台車運搬作業 
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食資源環境科学コース 環境土壌科学分野 3年 古川陽渡 

体験場所：（株）三祐 コンサルタンツ・株）三あおみ建設 

 

 

 

私は将来，土木分野でのものづくりに携わりたいと考えており，農業施設などの設計・計画を

主に行うコンサルタントである（株）三祐コンサルタンツと，施工管理を行うゼネコンである

（株）あおみ建設のインターンシップに，それぞれ 5日間参加しました。 

（株）三祐コンサルタンツでは，計画を行うために必要な流量の計算や，実測データから実

際に使用する材料を決定する演習に取り組むとともに，実際にダムなどの水利施設を見学させて

いただきました。具体的な事例を交えながら水利施設の役割や機能について説明していただき，

その重要性を実感するとともに，地下ダムのような特殊な事例についても学ぶことができました。 

（株）あおみ建設では，現場見学を通じて施工管理の仕事を体験したほか，測量や CAD

による設計の実習も行いました。施工管理の仕事は，働き方改革の影響もあり，私が想像して

いたよりも整った環境で行われていることを知

り，驚きました。また，実習では大学の授業

よりも高い精度での計測や設計が求められて

おり，現場における仕事の責任の重さを改め

て感じました。2 社でのインターンシップを通じ

て，それぞれの職種の特徴や仕事の進め

方，会社の雰囲気の違いを知ることができま

した。あわせて，現在大学で学んでいる内容

の延長線上に実際の業務があることを実感

し，将来の進路を考える上で大きな手がかり

となりました。今回の経験は，今後の学習意

欲を一層高めてくれる，非常に貴重な機会

となりました。

  

（株）あおみ建設での現場見学 
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令和 7 年度春季大会 

園芸学会若手優秀発表賞 
 

鹿児島大学大学院連合農学研究科博士課程 

アグリ資源開発研究室 古賀翔吾 

 

 

佐賀大学院農学研究科を経て、現在は鹿児島大学大学院連合農学研究科博士課程アグリ資源開

発学研究室にて研究に取り組んでおります古賀翔吾と申します。このたび、令和７年度春季大会

において園芸学会若手優秀発表賞を受賞いたしました。昨年度に続く二年連続の受賞となり、日

頃よりご指導くださる先生方ならびに関係者の皆様に深く感謝申し上げます。研究テーマである

ビワがんしゅ病抵抗性遺伝 Pse-a の探索では、450 個体以上を対象とした大規模遺伝解析により抵

抗性領域を特定し、育種的応用の可能性を示す成果が得られました。現在は博士課程にて本研究

をさらに発展させるべく、材料個体数の増大を図るとともに、新たな手法の導入にも努めなが

ら、より確かな結果が得られるよう取り組んでおります。今後も研鑽を重ね、博士課程修了まで

に国際誌への論文投稿を実現できるよう一層励んでまいります。

 

 

第 32 回 日本線虫学会 

優秀ポスター賞受賞報告 
 

生物科学コース 線中学分野 修士 2 年 當銘由薫  

 

 

 

 

線虫学研究室修士 2 年の當銘由薫（とうめ よしのぶ）です。このたび札幌で開催された第 32

回日本線虫学会大会にて、優秀ポスター賞を頂戴いたしました。受賞は決して私一人の力ではな

く、日頃よりご指導くださる吉賀先生、そして研究室の仲間の支えによるものです。この場をお借

りして厚く御礼申し上げます。 

大会では「ユスリカに寄生するシヘンチュウの生態と宿主操作の可能性」を発表し、修士 1 年

から約 1 年半にわたり、毎月の採集・観察で蓄積してきた寄生率の季節変動データを整理して報

学会受賞報告 
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告しました。加えて、今年から開始した宿主操作に関する調査にも多くの関心を寄せていただ

き、今後の展開に向けた確かな手応えを得ることができました。 

私は 3 年次に編入し、入学オリエンテーション当日に線虫学研究室へ配属されて以来、研究と

ともに学生生活を送ってきました。初めはカタツムリやナメクジに便乗・寄生する線虫の探索に取

り組み、線虫が植物・昆虫・動物・微生物など多様な生物と関わることに強く惹かれました。学

部 4 年次にシヘンチュウと出会い、その謎めいた生態が少しずつ明らかになる過程に魅了され、

研究を完遂したいとの思いから博士課程への進学を決意しております。今後ともよろしくお願いい

たします。

 

 
 

今回は、編集長の私がたまたま、令和 7 年５月の総会後の懇親会で、席が隣になったのがきっかけ

でお話した卒業２年目の森光一朗さんに、無茶ぶりでお願いしましたところ快く引き受けていただき

ました。定年退職して第二の定年も既に過ぎても、まだ働いている私にとって、「まだまだ頑張らん

ば････」という元気をいただきました。 

 

若手卒業生からのメッセージ 

森 光一朗  

令和 6 年卒業 国際・地域マネジメントコース・食農ビジネス開発分野

 

〇卒業してから頑張ったこと 

自分は 2024 年に卒業後、1 年間 JA 糸島に入組し、今は退職し

転職、自動車産業の契約書類・整備部品の配送業務に携わってい

ます。JA 糸島では前半年は農畜産課から、後半年は資材課に属し

ていました。各部署にて頑張ったことは異なり、農畜産課では種

苗前の準備期であり、麦類は低温倉庫での種子出荷や発芽状況の

調査、米類は種苗施設の清掃、大量の種子の洗浄、苗箱を機械作

業にて生産する作業をしており、年間の暦ごとの生育の計画的な

流れを意識しました。資材課では家畜の飼料担当になり、狭い倉

庫にてフォークリフト作業を行なう上で、また大量の積込を行な

う上で安全な運搬を意識しました。今は認知・判断・操作を冷静

に一歩余裕を持って行なうこと、業務は自社内のみでは完結せず、

他者とも深く関わり行なうので、良い挨拶を常に行ない、指示に

は即座に、積極的に動くこと、仮に危険が伴う場合、自身は止ま

る、他者を呼ぶ、他者が来るまで待ち協力し動くこと、危険事項はチーム内で共有し課題解決に必要

OB・OG からのメッセージ  

元気に日々の業務をこなす森さん 
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なことを共に考え次に活かすことを頑張っています。 

〇今後やってみたいこと 

今後は運行管理、中型トラックの資格を取得し、全配送便を自力で運送、九州の北は八幡、西は糸

島、東は朝倉、南は久留米までの道を網羅したいと思います。 

〇学生時代を振り返って 

学生時代は全ての授業が自分の適性に合っていたことは無く、可能なこと、不可能なことが別れて

いました。前職では不可能なことが多々あり、重圧とストレスが積み重なった一方、今の職場は可能

なことが多く、成長を実感し、重圧もストレスも一切感じず楽しく業務に向き合っています。 

両方の業務内容は似ていますが、異なる点は前者は毎日の作業を準備よりも本番で一気に行なう業

種であったことに対し、後者は準備 8 割本番 2 割、臨機応変に対応する場合はあるものの、その対応

もある程度可視化され、前もって流れを把握できる点です。前者にも利点はありますが、不可能なこと

は努力しても不可能であり、可能なことは努力すれば 2 倍か 3 倍に、また技術ベースで効率化を目指

せば、適正に 5 倍にも 10 倍にも増幅できます。 

得意不得意は人それぞれですが、学生の皆さんには沢山の講義を受講し、興味がある分野、目指し

たい将来の姿に加え、講義を通し自身が不可能なことを理解し、克服できるなら克服、できないなら

職場選びに盛り込み、佐賀大学を順風満帆に卒業、社会人として立派な人生、志望動機を胸に何十年

も無理せずに自身の夢に向かって進んでもらいたいと思います。 

 

今年も開催！佐大同窓会フェス!! 

     松永 章(編集長／S59卒 農学・育種)

 

2025.11.9(日)今年も佐賀駅前交流広場で同窓会フェスを全学同窓会で開催しました。今年で３

回目になる同窓会フェス。今回はステージイベントとしては、これまで好評を博している◆よさ

こいサークル◆お笑いサークル◆チアリーディング◆ボランティアサークル◆医学レクチャー◆

自転車旅行家西野旅峰さんのトークショーに加え、◆書道パフォーマンス◆短編映画上演 ◆佐

賀大学入試課や地球市民の会からのＰＲ などで大いに盛り上がりました。 

また、ステージ外のイベントでも卒業生の皆さんの農産物販売や焼き物販売、いろいろな飲食

店なども大賑わいでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 
よさこいサークル 

キッチンカーも出店 
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我が農学部同窓会は、例年に引き続き農業を経営されている卒業生や附属農場で生産された

花、みかん、野菜などの農産物販売を行うとともに、今年の新企画として、昔懐かしい足踏み脱

穀機を会場に持ち込んで、来場のお客様に稲の脱穀作業を体験をしていただくなどフェスを盛り

上げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

若者からご年配のみなさんまで気軽に訪れていただ

き、終日大変楽しい雰囲気でした。同窓会の行事は、

総会や、懇親会、記念講演会などが多く、価値観の多

様化の中で「みんなで楽しめる」というのがだんだん

難しくなってきているのが実態ですが、佐賀大学同窓

会では、このようにオープンで、いつ来ていつ帰って

も自由、興味のあるイベント・出展だけ参加できる、

それでもって、先生・大先輩から、現役学生まで交流

の輪が大きく広がるっていうイベントを続けていきた

いと考えています。皆さまの来場をお待ちしておりま

す。 

それから、先日農学部で発生しました火災の復旧支

援募金も当日させていただきましたが、ご協力ありが

とうございました。有効に活用させていただきます。 

 

 

「73A農園会 2025同窓会・佐賀」を開催！！ 

堀 賢太（S52年卒 園芸・果樹） 

 

「73A 農学科・園芸科」同窓会（通称；７３A 農園会）を令和 7 年 10 月 4 日に、佐賀市の「グ

ランデはがくれ」で開催しました。７３A 農園会は、20 年前の２００６年の佐賀を皮切りに、九

州各県持ち回りで開催し、今回が 9 回目、参加者は総勢 26 名で、恩師 7 名、農学科 10 名、園芸

学科 9 名が集いました。 

 

 

足踏み脱穀体験 農学部同窓会販売 

実行委員集合！！ 

火災復旧募金 
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今回は、佐賀が幹事を務め、司会の松尾孝則君

（応動・病理）による開会、物故者への黙とうに

続き、幹事 6 名の代表 森田昭君（農経）が「こ

の絆をつなげていきたい」と挨拶。恩師を代表し

て高木胖先生（育種）から温かい祝辞をいただ

き、会場は和やかな雰囲気に包まれました。 

地元佐賀での開催とあって、2014 年に続き、高

木先生をはじめ、杠政則先生（作物）、内海修一先

生（農経）、田中欽二先生（病理）、小島孝之先生

（園工）、藤田修二先生（園工）、近藤栄造先生

（応動）のご出席を賜り、一同感謝の念を新たに

しました。 

恩師の先生方は、あまり年を取られていないよ

うで皆様元気、古希を過ぎた私達と外見では区別が

つかないようでした。 

懇親会は、昨年の開催県鹿児島の西村希志子さん

（病理）の乾杯の音頭で始まり、山口郁雄君（農

経）が編集した学生時代などの映像を見ながら、ソ

フトボール大会や農業実習の思い出話に花が咲き、

まるで 50 年前にタイムスリップしたかのようでし

た。近況報告では、今も現役で活躍する方、地域活

動や趣味に励む方、穏やかな日々を楽しむ方など、

それぞれの「今」が紹介されました。 

最後に全員で肩を組み、佐賀大学学生歌「楠の葉の」を唱和し、来年（令和 8 年 10 月上旬）福

岡での再会を約束して散会しました。 

（注）；氏名の後の（ ）は、当時の専攻教室の略称 

 

 

佐賀県庁支部・総会 

 佐賀県庁支部長 岡 和彦（H 元卒 農学・作物） 

 

2025 年 9 月 3 日、鐘ヶ江会長御臨席のもと、佐賀県庁支部の総会を開催しました。 

新入会員 11 名うち 7 名を含む、39 名の方に参加いただき、和やかな雰囲気の中、世代を超え

て懇親を深めました。 

昨年度の実績や今年度計画の議案に併せて火事見舞金を含む議事も、三原議長のもとスムーズ

に承認いただきました。 

73 農園開集合 

いつも楽しい懇談会 
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教職員支部・総会 

教職員支部長 松尾 信寿（S63 卒 園芸・果樹） 

 

教職員支部では本年度の支部総会を令和 7（2025）年 11 月 29 日（土）に佐賀市の「久坊」に

おいて開催しました。参加者は 14 名でした。 

総会の中では、松尾支部長より農学部施設の火災に伴う教職員支部からの見舞金の拠出の件や

会員 2 名の教育長表彰の紹介などがありました。また、来賓として農学部同窓会の荒木副会長に

ご出席いただき、挨拶の中で全学同窓会や農学部同窓会の活動状況等についてお話しいただきま

した。特に、毎年盛り上がりを見せている「同窓会フェス」での農学部同窓会の取り組みについ

ても紹介され、次年度以降の教職員支部からの参加も呼び掛けていただきました。懇親会は大い

に盛り上がり、会員相互の親睦を深めることができました。 

 

 

 

 

 

 

今回もなんとか、同窓会報の発行の運びとなり、皆さま方へ感謝申し上げま

す。 

今回も、先生方、卒業生、在校生など幅広い投稿により賑やかな会報にすること

ができました。 

私も、編集長になって２年目を迎えておりまして、取材や投稿依頼をつうじ

て、懐かしい人に久々に会ったり、初めての方とお話しできたり、会報の記事や

同窓会の取組をにわかユーチューバーで動かない動画（パワーポイントのスライドショーのよう

な・・・・）をあげるなど、私なりに世界が少し広がった気がしております。次号もいろいろと企画に

行き詰まり、突然取材したり、投稿をお願いすることがあると思いますが、その時はぜひ近況や、皆で

取り組んでいることのＰＲなど進んで紹介していただきますようお願いします。 

（編集長 松永 章）

  

編 集 後 記 

佐賀県庁支部集合 教職員支部集合 
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この度の同窓会報発刊に際しまして、
応援いただきました企業・団体のみなさま、

協賛広告をお寄せいただき誠にありがとうございました。
厚くお礼申し上げますとともに

協賛各社の益々の御発展をお祈り申し上げます。



 

 

ありあけ No.37 佐賀大学農学部同窓会報

 

 

 


